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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の成分（ａ）～（ｄ）：
　（ａ）２５℃における粘度が３ｍｍ２／ｓ以下の直鎖状ジメチコンが１０～４０質量％
　（ｂ）３５質量％以上のイソドデカンを含み、炭素数２０以下の炭化水素油が４０質量
％以上
　（ｃ）下記式で表される高重合シリコーン
【化１】

　（式中、Ｒ１はメチル基、Ｒ２はメチル基又は水酸基を表し、ｎは１０００以上の整数
を表す）
　（ｄ）ＨＬＢが８未満のポリエーテル変性シリコーン
を含有し、
　成分（ａ）と成分（ｂ）との含有量の合計が、７０質量％以上であり、
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　成分（ｃ）の含有量は、５質量％以上１２質量％未満であり、
　成分（ｄ）の含有量が、０．０１～５質量％である、油性毛髪化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油性毛髪化粧料に関し、特に、環状シリコーンを実質的に含有せず、洗い流
す必要のない油性毛髪化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪へのトリートメント剤として、油性毛髪化粧料が広く使用されている。特許文献１
には、ダメージを受けた毛髪に対してもしっとり感、柔軟性、及び均一な感触を付与する
ことができるトリートメント剤として、環状シリコーンを主成分として含む非水系毛髪処
理剤が開示されている。また、特許文献２には、使用感、効果の持続性、及び軟らかさを
向上できるトリートメント剤として、環状シリコーンを含まず、６０質量％以上のジメチ
コン及びジメチコノールと、１～４０質量％のイソドデカンとを含む洗い流さない非水系
ヘアオイルが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２４９００２号公報
【特許文献２】特開２０１８－１００２４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、環境への意識の高まりから、難分解性や生物蓄積性がある環状シリコーンによる
水質汚染が懸念されており、特許文献１に開示されたようにトリートメント剤に環状シリ
コーンを多量に含有させることは好ましくない。また、本発明者が鋭意検討した結果、特
許文献２に開示された配合量のヘアオイルでは、速乾性が悪く使用感に問題があることが
判明した。洗い流さない油性毛髪化粧料において、速乾性は使用感を判断する上で重要な
項目の一つであり、特許文献１に記載された技術は、未だ改良の余地がある。
【０００５】
　そこで、本開示の目的は、環状シリコーンを実質的に含有せず、速乾性を含めた使用感
が良好な油性毛髪化粧料を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る油性毛髪化粧料は、以下の成分（ａ）～（ｄ）を含有し、成分（ａ）と成
分（ｂ）との含有量の合計が、７０質量％以上である。
　（ａ）２５℃における粘度が１０ｍｍ２／ｓ未満の直鎖状ジメチコンが１～４０質量％
　（ｂ）炭素数２０以下の炭化水素油が４０質量％以上
　（ｃ）下記式で表される高重合シリコーン
【化１】

　（式中、Ｒ１はメチル基、Ｒ２はメチル基又は水酸基を表し、ｎは１０００以上の整数
を表す）
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　（ｄ）ＨＬＢが８未満のポリエーテル変性シリコーン
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る油性毛髪化粧料によれば、良好な使用感を得ることができる。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明に係る実施形態である油性毛髪化粧料（以下、ヘアオイルＡという）につ
いて詳細に説明する。なお、ヘアオイルＡは、実施形態の一例であって、本発明はこれに
限定されない。
【０００９】
　ヘアオイルＡは、以下の成分（ａ）～（ｄ）： 
　（ａ）２５℃における粘度が１０ｍｍ２／ｓ未満の直鎖状ジメチコンが１～４０質量％
　（ｂ）炭素数２０以下の炭化水素油が４０質量％以上
　（ｃ）下記式で表される高重合シリコーン

【化２】

　（式中、Ｒ１はメチル基、Ｒ２はメチル基又は水酸基を表し、ｎは１０００以上の整数
を表す）
　（ｄ）ＨＬＢが８未満のポリエーテル変性シリコーン
　を含有し、成分（ａ）と成分（ｂ）との含有量の合計が、７０質量％以上である。これ
により、ヘアオイルＡは、良好な使用感を得ることができる。
【００１０】
　以下、ヘアオイルＡに含有される各成分、特に上記の成分（ａ）～（ｄ）について説明
する。
【００１１】
　［成分（ａ）］
　成分（ａ）は、２５℃における粘度が１０ｍｍ２／ｓ未満の直鎖状ジメチコンである。
本願明細書において、直鎖状ジメチコンは、トリシロキサンを含む。２５℃における粘度
が１０ｍｍ２／ｓ未満の直鎖状ジメチコンを用いることで、速乾性を向上させることがで
きる。速乾性のさらなる向上の観点から、直鎖状のジメチコンの粘度は、６ｍｍ２／ｓ未
満であることが好ましく、３ｍｍ２／ｓ以下であることがより好ましい。直鎖状ジメチコ
ンの２５℃における粘度の下限値は、例えば、０．１ｍｍ２／ｓであってもよい。粘度は
、ブルックフィールド型粘度計を用いた化粧品原料基準・粘度測定法第二法に沿って測定
することができる。成分（ａ）としては、粘度が１０ｍｍ２／ｓ未満の直鎖状ジメチコン
の１種類を単独で用いてもよく、複数種を混合して用いてもよい
【００１２】
　成分（ａ）は、ヘアオイルＡに１～４０質量％の割合で含有されている。後述するよう
に成分（ａ）と成分（ｂ）との含有量の合計は７０質量％以上であり、成分（ａ）及び成
分（ｂ）はヘアオイルＡの主成分であるから、成分（ａ）の含有量が１～４０質量％を外
れると、成分（ａ）と成分（ｂ）との間のバランスが悪くなり、ヘアオイルＡ使用時のす
べり、柔らかさ、きしみのなさが悪くなる。ヘアオイルＡにおける成分（ａ）の含有量は
、成分（ｂ）を含む他の成分とのバランスから、３～３５質量％であることが好ましく、
１０～３０質量％であることがより好ましい。成分（ａ）が粘度１０ｍｍ２／ｓ未満の直
鎖状ジメチコンの複数種の混合である場合には、ヘアオイルＡにおける成分（ａ）の含有
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、ヘアオイルＡは、２５℃における粘度が１０ｍｍ２／ｓ以上の直鎖状ジメチコンを含有
してもよい。
【００１３】
　成分（ａ）を含む市販品としては、例えば、ＫＦ－９６Ａ－１ｃｓ、ＫＦ－９６Ａ－６
ｃｓ（信越シリコーン社製）、ＢＥＬＳＩＬ　ＤＭ　１　ＰＬＵＳ　ＶＯＬＡＴＩＬＥ　
ＳＩＬＩＣＯＮＥ（旭化成ワッカーシリコーン社製）、ＤＯＷＳＩＬ　ＦＺ－３１９６　
ＦＬＵＩＤ、ＸＩＡＭＥＴＥＲ（ＴＭ）　ＰＭＸ－１１８４　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｆｌｕ
ｉｄ（ダウ・東レ社製）等が挙げられる。
【００１４】
　［成分（ｂ）］
　成分（ｂ）は、炭素数２０以下の炭化水素油である。炭素数２０以下の炭化水素油を用
いることで、速乾性及びべたつきのなさを向上させることができる。成分（ｂ）における
炭素数は、少ない方が好ましい。例えば、成分（ｂ）は、炭素数１７以下の炭化水素油で
あることが好ましく、炭素数１５以下の炭化水素油であることがより好ましく、炭素数１
２以下の炭化水素油であることが特に好ましい。また、成分（ｂ）における炭素数の下限
値は、例えば、１０とすることができる。成分（ｂ）は、鎖式飽和炭化水素、鎖式不飽和
炭化水素、環式飽和炭化水素、及び環式不飽和炭化水素のいずれも用いることができるが
、鎖式飽和炭化水素が好ましい。成分（ｂ）としては、イソドデカン、水添ポリイソブテ
ン、ドデカン、軽質イソパラフィン、軽質流動イソパラフィン等が例示できる。成分（ｂ
）としては、炭素数２０以下の炭化水素油の１種類を単独で用いてもよく、複数種を混合
して用いてもよい。
【００１５】
　成分（ｂ）は、ヘアオイルＡに４０質量％以上の割合で含有されている。これにより、
速乾性及び手での伸び・毛髪への馴染みを向上させることができる。ヘアオイルＡにおけ
る成分（ｂ）の含有量は、５０質量％以上であることが好ましく、６０質量％以上である
ことがより好ましい。成分（ｂ）が炭素数２０以下の炭化水素油の複数種の混合である場
合には、ヘアオイルＡにおける成分（ｂ）の含有量は、それらの含有量の合計を意味する
。なお、本発明の効果を奏する範囲であれば、ヘアオイルＡは、炭素数２０超の炭化水素
油を含有してもよい。
【００１６】
　成分（ｂ）を含む市販品としては、例えば、マルカゾールＲ（丸善化学石油社製）、Ｎ
ＥＯＳＳＡＮＣＥ　ＨＥＭＩＳＱＵＡＬＡＮＥ（日光ケミカルズ社製）、ＩＰソルベント
２０２８（出光興産社製）、ＮＡＳ－３（日本油脂社製）等が挙げられる。
【００１７】
　ヘアオイルＡにおける成分（ａ）と成分（ｂ）との含有量の合計は、７０質量％以上で
ある。１～４０質量％の成分（ａ）及び４０質量％以上の成分（ｂ）を含有しても、成分
（ａ）及び成分（ｂ）の含有量の合計が７０質量％以上でないと、速乾性、すべり、柔ら
かさ、きしみのなさ、及びべたつきのなさが悪化し、また、ヘアオイルＡが白濁する程度
の分離も発生する。
【００１８】
　［成分（ｃ）］
　成分（ｃ）は、下記式（３）で表される高重合シリコーンである。ヘアオイルＡは、成
分（ｃ）を含有することで、すべりが向上する。
【００１９】
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【化３】

　（式中、Ｒ１はメチル基、Ｒ２はメチル基又は水酸基を表し、ｎは１０００以上の整数
を表す）
【００２０】
　成分（ｃ）を表す上記式（３）において、ｎは、例えば、１２００以上の整数であって
もよく、２０００以上の整数、又は３０００以上の整数であってもよい。ｎが１０００以
上の場合には、２５℃における成分（ｃ）の粘度は、１０ｍｍ２／ｓ以上であり、例えば
、５００００ｍｍ２／ｓ以上である。また、ｎの上限値は、例えば、５０００であっても
よい。成分（ｃ）としては、上記式（３）で表される高重合シリコーンの１種類を単独で
用いてもよく、複数種を混合して用いてもよい。
【００２１】
　ヘアオイルＡにおける成分（ｃ）の含有量は、他の成分とのバランスから、例えば、１
～２５質量％であってもよく、１～２０質量％であることが好ましく、１～１５質量％で
あることがより好ましい。成分（ｃ）が上記式（３）で表される高重合シリコーンの複数
種の混合である場合には、ヘアオイルＡにおける成分（ｃ）の含有量は、それらの含有量
の合計を意味する。なお、本発明の効果を奏する範囲であれば、ヘアオイルＡは、上記式
（３）においてｎが１０００未満の整数で表される化合物を含有してもよい。
【００２２】
　成分（ｃ）を含む市販品としては、例えば、ＸＩＡＭＥＴＥＲ（ＴＭ）　ＰＭＸ－１５
０３　Ｆｌｕｉｄ（ダウ・東レ社製）、ＸＦ４９－Ｂ１７４７、ＸＦ４９－Ｃ２０７０、
ＸＦ４９－Ｃ２４９７、ＸＦ４９－Ｂ７０８３（モメンティブ社製）、ＫＦ－９０３０、
Ｘ－２１－５６１３（信越シリコーン社製）等が挙げられる。
【００２３】
　［成分（ｄ）］
　成分（ｄ）は、ＨＬＢが８未満のポリエーテル変性シリコーンである。ヘアオイルＡは
、成分（ｄ）を含有することで、毛髪への馴染みを良くし、すべり、柔らかさを付与する
ことができる。ポリエーテル変性シリコーンとしては、下記式（４）で表される側鎖変性
型の化合物と、下記式（５）で表される直鎖共重合型の化合物とが挙げられる。
【００２４】
【化４】

（式中、Ｒ３はメチル基、Ｒ４は炭素数１～１２のアルキル基を表し、ｐは例えば１～１
００の整数、好ましくは２０～３０の整数、ｑは例えば１～２０の整数、好ましくは２～
１０の整数、ｒ及びｓは各々例えば０～５０の整数、好ましくは２０～３０の整数を表す
）
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【００２５】
【化５】

（式中、Ｒ５はメチル基を表し、ｍは１～６の整数、ｔは５～３００の整数、ｕ及びｖは
各々０～５０の整数、ｗは２～４０の整数を表す）
【００２６】
　ポリエーテル変性シリコーンにおいて、ＨＬＢが大きいほど親水性が強く、小さいほど
親油性が強い。ＨＬＢは、８未満であり、７以下であることが好ましく、６以下であるこ
とがより好ましい。ＨＬＢが８以上のポリエーテル変性シリコーンを含有すると、ヘアオ
イルＡは分離する。ＨＬＢの下限値は、例えば、０．５であってもよく、１であることが
好ましい。
【００２７】
　ヘアオイルＡにおける成分（ｄ）の含有量は、０．０１～７質量％であってもよい。成
分（ｄ）の含有量を０．０１質量％以上とすることで、ヘアオイルＡは、分離をより抑制
することができる。また、成分（ｄ）の含有量を７質量％以下とすることで、ヘアオイル
Ａの速乾性、すべり、柔らかさ、きしみのなさ、及びべたつきのなさをより向上させるこ
とができる。
【００２８】
　成分（ｄ）を含む市販品としては、例えば、ＤＯＷＳＩＬ　ＣＢ－２２５０　Ｆｌｕｉ
ｄ、ＦＺ－２２２２（ダウ・東レ社製）、ＫＦ－６０１５（信越シリコーン社製）等が挙
げられる。
【００２９】
　ヘアオイルＡは、上述した成分（ａ）～（ｄ）以外に、成分（ａ）～（ｄ）以外の油剤
、ビタミン、及び香料を含有してもよい。また、ヘアオイルＡは、成分（ａ）～（ｄ）の
内の複数を含有する市販品を使用して作製してもよい。例えば、成分（ａ）及び成分（ｃ
）を含有するＤＯＷＳＩＬ（ＴＭ）　ＰＭＸ－１５０３　Ｆｌｕｉｄ（ダウ・東レ社製）
を使用してヘアオイルＡを作製してもよい。
【００３０】
　成分（ａ）～（ｄ）以外の油剤としては、高級アルコール、エステル油、油脂、成分（
ａ）、（ｃ）、（ｄ）以外のシリコーン油、成分（ｂ）以外の炭化水素油が例示できる。
シリコーン油としては、例えば、アミノ変性シリコーンが挙げられる。ヘアオイルＡにお
ける成分（ａ）～（ｄ）以外の油剤の含有量は、例えば、０～５質量％であり、０．１～
５質量％が好ましく、０．５～３質量％がより好ましい。ヘアオイルＡは、例えば、０．
１～５質量％のイソノナン酸エチルヘキシルを含有してもよい。
【００３１】
　ビタミンとしては、ビタミンＡ、ビタミンＢ１～Ｂ１２、ビタミンＣ、ビタミンＤ、ビ
タミンＥ、ビタミンＫのいずれでもよいが、脂溶性のビタミンＡ、Ｄ、Ｅ、Ｋが好ましく
、ビタミンＥがより好ましく、トコフェロールが特に好ましい。ヘアオイルＡにおけるビ
タミンの含有量は、例えば、０～０．０１質量％であり、０．０００１～０．０１質量％
が好ましく、０．０００５～０．００５質量％がより好ましい。ヘアオイルＡは、例えば
、０．０００１～０．０１質量％のトコフェロールを含有してもよい。
【００３２】
　香料としては、各種香料を使用できる。ヘアオイルＡにおける香料の含有量は、例えば
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質量％がより好ましい。
【００３３】
　ヘアオイルＡは、上述した成分以外に、本発明の効果を奏する範囲であれば、界面活性
剤、保湿剤、増粘剤、酸化防止剤、抗菌剤、着色剤、薬剤、紫外線吸収剤、等を含有する
ことができる。
【００３４】
　ヘアオイルＡの剤型は、特に限定されず、例えば、液状、ミスト状、フォーム状、等で
あってもよい。これらは、常法に従い製造することができる。
【実施例】
【００３５】
　以下、実施例により本発明をさらに説明するが、本発明はこれらの実施例に限定される
ものではない。
【００３６】
　＜実施例１～１５、比較例１～９＞
　［ヘアオイルの作製］
　実施例及び比較例の各々のヘアオイルについて、表１及び表２に示す組成になるように
、全成分を均一に攪拌混合することで作製した。
【００３７】
　実施例及び比較例の各ヘアオイルについて、下記の評価方法により、手での伸び・毛髪
への馴染み、速乾性、すべり、柔らかさ、きしみのなさ、べたつきのなさ、及び分離の有
無について評価を行った。評価結果は、上記ヘアオイルの成分及び配合比と共に、表１及
び表２に示した。
【００３８】
　［手での伸び・毛髪への馴染み、速乾性、すべり、柔らかさ、きしみのなさ、べたつき
のなさ］
　毛髪の長さが３０ｃｍ以上の女性１０名を被験者とし、ヘアオイルの「手での伸び・毛
髪への馴染みやすさ」、「速乾性」、「すべり」、「柔らかさ」、「きしみのなさ」、「
べたつきのなさ」について、評価を行った。各被験者による評価は、良い、普通、悪い、
の３段階とし、良い：２点、普通：１点、悪い：０点で採点して、合計の得点に基づき最
終的な評価を行った。
　　◎：合計点１８～２０
　　〇：合計点１５～１８
　　△：合計点８～１４
　　×：合計点０～７
【００３９】
　［分離の有無］
　直径６２ｍｍ、高さ１０９ｍｍのガラス製の保存容器に１５０ｇのヘアオイルを入れて
密封し、室温で１か月間保管して、目視で分離の有無を確認し、「分離有り」を×、「白
濁有り」を△、「分離無し」を〇と評価した。具体的には、白濁が発生する程度に成分が
分離した場合を「白濁有り」とし、保存容器中で２層以上に分かれる程度に成分が分離し
た場合を「分離有り」とした。
【００４０】
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【表１】

【００４１】
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【表２】

【００４２】
　表１の実施例１～１５は、いずれの評価項目も〇又は◎になっており、使用感が良好で
あった。特に、実施例１０～１２は、分離がなく、他の評価項目はいずれも◎となってお
り、特に使用感が良好であった。一方、表２の比較例１～９は、評価項目のいずれかが△
又は×になっており、使用感が悪かった。
【要約】
【課題】環状シリコーンを実質的に含有せず、速乾性を含めた使用感が良好な油性毛髪化
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粧料を提供する。
【解決手段】この油性毛髪化粧料は、以下の成分（ａ）～（ｄ）を含有し、成分（ａ）と
成分（ｂ）との含有量の合計が、７０質量％以上である。
　（ａ）２５℃における粘度が１０ｍｍ２／ｓ未満の直鎖状ジメチコンが１～４０質量％
　（ｂ）炭素数２０以下の炭化水素油が４０質量％以上
　（ｃ）下記式で表される高重合シリコーン
　（ｄ）ＨＬＢが８未満のポリエーテル変性シリコーン

　（式中、Ｒ１はメチル基、Ｒ２はメチル基又は水酸基を表し、ｎは１０００以上の整数
を表す）
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